
時刻暦応答解析結果  -TRCダンパー設置の効果- 2014/4/25

件名： サンプル　様邸

1.解析緒元
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2.ダンパー検討結果

耐震のみ 耐震+制震 耐震のみ 耐震+制震

TRC-30W 2Ｆ 本 0 1 0 1

本数 1Ｆ 本 0 2 0 2

TRC-10S 2Ｆ セット 0.00 0.00 0.00 0.00

セット数 1Ｆ セット 0.00 0.00 0.00 0.00

2Ｆ rad. 1/46.0 1/96 1/22 1/40

1Ｆ rad. 1/16 1/33 1/38 1/59

最大値 rad. 1/46 1/96 1/38 1/59

2Ｆ mm 59 28 124 68

1Ｆ mm 181 88 76 49

最大値 mm 181 88 124 68

％

％

耐震のみ 耐震+制震 比較

mm 181 88 -52%

3.ダンパー検討結果

TRC-30W：6本、TRC-10S：0セットを使用。

耐震住宅と比較して、制震住宅は、１階部分でＸ方向 -52％、Ｙ方向 -36％、

　　　　　  　　　　　　　　　　２階部分でＸ方向 -52％、Ｙ方向 -45％、変位（揺れ）が低減した。
以上

耐震住宅との比較（全体）

耐震住宅との比較（2F） -52% -45%

耐震住宅との比較（1F）

2730

建物タイプ 軽い建物

床面積　[㎡]

質点重量　[kN]

最大層間変位

入力地震波

【Ｙ方向】

ＢＣＪ－Ｌ２  (震度6強程度）

【Ｘ方向】

-52%

最大層間
変形角

階高さ　[mm]

-36%

建物

71.42

2900

341.8

103.52

49.68

Ｘ方向の変形

耐震のみ 耐震+制震

1／15 1／30

Ｙ方向の変形

耐震のみ 耐震+制震

1／15 1／30
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１階平面図
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壁基準耐力（ｋN/m)

赤　3.0未満

黄　3.0～5.0未満

青　5.0～7.0未満

黒　7.0～

2:【診断専用】筋かい木材45X90以上 釘打ち[2.6kN/m]
30L:*制震TRC-30W 階高：2730以下[3.3kN/m]
P:【診断専用】合板(厚3以上)[0.9kN/m]
S:※【診断専用】金属サイディング[0kN/m]
C:石膏ボード張り(厚9以上)[1.1kN/m]
B:【診断専用】合板(厚3未満）[0kN/m]
M:木ずり下地モルタル塗り[2.2kN/m]
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